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 　自分のピアノ演奏の技術開発のために始めた創作活動が
次第にメインになっていき、今では自分で演奏するためのピア
ノ作品だけでなく、クラシック歌手のためにクラシック以外のジャ
ンルの曲をアレンジしたり、ポップスや演歌の曲を、クラシック風
にアレンジして共演するなどの活動をしています。クラシックを

ベースに、他ジャンルの音楽と融合させた新しい作品を創るのが現在の目標です。
　自分の演奏を残すところからスタートした録音エンジニアとしての仕事も、重要なライ
フワークの一つで、これまでこの『ピアニストたちはいま……』のコーナーに登場され
た何人かのピアニストの方のCD録音も担当いたしました。演奏者の目線と感覚でサ
ポートできるところが、自分の強みかな、と思っています。
　最近楽しんでいることは、2ヶ月に1度くらい行っている路上パフォーマンスです。
『音気楽工房』の鈴木康弘社長さんの作った“Q☆PIANO”という73鍵の赤いミ
ニピアノを軽トラックに積んで移動し、演奏しています。演出家の松本和貴さんの、前
衛的で個性的な演出も楽しめますので、街で見かけましたらぜひ絡んでやってください
（笑）。

プロフィール
香川県出身。ニューイングランド音楽
院大学院修士課程ピアノ科を修了。
在学中より、自作、編曲作品による
演奏活動を始め、多数のコンサート
に出演。べルタレコードCD『猫の
シャンソン』、『竹久夢二と大正ロマ
ン』、『バリトンで歌う愛の歌』他にお
いて、作曲、編曲、ピアニストとして
参加。これらCDを含むべルタレコー
ド、その他で、録音エンジニアとし
て、録音、編集、マスタリングを担
当する。

川西宏明
KAWANISHI Hiroaki

Ⓒ篠原栄治
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　歌手との共演が多い中、最
近興味を惹かれている日本歌曲
で、中原中也の詩に出会いまし
た。短く波乱な生涯に裏付けら
れた中也の作品の多くは、明る
い内容ではないのですが、彼の人生を想像しながら読
んでいくと、胸が締めつけられるような哀愁がヒシヒシと伝
わり、たまらない魅力につながっていきます。
　また、ソロにおいては、フンメルとアーンのピアノ曲に取
り組んでおります。いずれも現在ではほとんど生で聴か
れることはありませんが、実は素晴らしいメロディメーカー
であり、スルーされるのはとてももったいない作品ばかりで
す。美しい音楽は大好きです。私は貪欲なタイプなの
で、今後も世の中で埋もれている素晴らしい曲を探し、
演奏していきたいと思っております。
　暑さを忘れる名曲は、ドヴォルザークの《弦楽セレ
ナーデ》です。田舎の祖母の家に遊びに行ったような、
ノスタルジックな情感や、安心感、優しさなどを含んだ素
敵な曲だと思います。弦楽器ならではの響きに身も心も
クールダウンできます。

プロフィール
武蔵野音楽大学卒業後、モスクワ音楽院にて研鑽を積む。
第18回ピアノ教育連盟オーディション奨励賞、第26回及
川音楽事務所新人オーディション最優秀新人賞ほか多数受
賞。現在はソロ、室内楽、伴奏者としての活動のほか、ク
ラシック音楽普及に向けた学校や老人施設でのアウトリーチ
を行う。及川音楽事務所所属。

　2017年上半期は、ソロ活動に加えてさ
まざまなコラボレーションを楽しむ機会に恵
まれました。歌や器楽との室内楽はもちろ
んのこと、ジャズバンド、クラシックバレエ、
パントマイム、無声映画の活動弁士の方
等々。鑑賞するだけでも魅力的ですが、同じステージに立って
みると、客席からでは計り知れない奥深さやパワーに遭遇するこ
とがあります。素晴らしいパフォーマンスは、人の心が根底で求
めている美徳の部分にストレートに語りかけるように感じます。表
現形態が違っても、いや違うからこそ、自身の表現活動にも大き
なヒントになる刺激的なものでした。毎年9月にリサイタルを開催
しているので、夏シーズンはその準備の時期に当たります。いろ
いろな出会いから生まれるアイデアを盛り込んで、リサイタルでは
どんなことが表現できるのか楽しみにしながら過ごしています。

プロフィール
東京藝術大学、同大学院を修了後、ジュリアード音楽院留学。90年
ジーナ・バッカウアー国際奨学金コンクール入賞。91年、学内におけ
るコンチェルト・コンペティションで優勝し、リンカーンセンターでジュリ
アード・オーケストラと協演。94年日本音楽コンクール声楽部門木下賞
（共演）受賞。NHK-BS等多数出演。CD『組曲「展覧会の絵」』他。
東京藝術大学、お茶の水女子大学非常勤講師。9月6日（水）東京文
化会館にてリサイタルを予定。

佐々木理之
SASAKI Noriyuki

白石光隆
SHIRAISHI Mitsutaka

Ⓒ岩切等

　今、はまっていることは、ハンド・ク
リーム。私にとって、手は命。大げさ
に聞こえるかもしれませんが、とても気
をつけていると思います。無意識に─
─。夏も、紫外線に気をつけます。顔
より、手に神経を使います。朝は、UVカット。SPFが入った
お気に入りのハンド・クリームを塗ります。夜は、その日の気分
で、6種類くらいの中から好きなハンド・クリームを選んで塗りま
す。夜は香りのあるものも良いです。オレンジ・ベルガモ、バ
ラ、ルーパアーブやピンクペッパーポッド。
　素敵な夢を見るためには、気持ち良い香りをつけて、ベッド
に入ります。手はソフトに、心はふんわりと。朝と夜の手のお
手入れは、いつも心で、ありがとうと、手に伝えながらクリーム

を塗ります。考えてみれば、一番私のために働いてくれている大切な手。休めてあげなきゃね !! 香り無しのクリームは、シアバター
であったり、集中保湿用であったりします。その日の温度と湿度により、手にベストのクリームを選んでいます。
　海外に行っても、めずらしいハンド・クリームを見つけては、楽しんでいます !! 同時に、指先が空いた手袋も集めています。

プロフィール
東京生まれ。10歳でスペインへ移住。スペイン王立マドリード音楽院、米国ジュリアード音楽院、英国王立音楽院にて研鑚を積み、英国
ニューポート国際音楽コンクールで入賞、故ダイアナ妃からディプロマを授与された。2016年にデビュー30周年、神奈川県のマグカル大
使に任命された。17年7月、CD『マリ・プレイズ・サティ』、『マリ・プレイズ・ギロック』をキングレコードより発売。10月20日（金）東
京文化会館で『熊本マリの夜会～ピアノが語る4人の哲学者～』を予定。http://www.marikumamoto.com

熊本マリ
KUMAMOTO Mari

ⒸShimokoshi Haruki
衣装提供：ヒロココシノ

　2017年の前半はあっという間に過ぎました。今年は、インディ
アナ大学、クリーヴランド・シンシナティ各音楽院等の米国の著
名な音楽学校に招かれ公開レッスンを開催した他、ドイツやデン
マーク、北京、平昌（韓国）の音楽祭でも演奏や指導を行い
ました。また、近日中に発表予定のCD─ 1枚目はオール・
ショパン、2枚目はチョン・キョンファ氏とのデュオ、そして3枚目はワルシャワでパデレフ
スキ自身のスタインウェイピアノを用いて録音した、彼のソロピアノ作品集─の準備も
進めています。
　教育活動に集中するための最適な環境を提供してくれるマイアミ大学フロスト音楽
院の教授に就任して、丸2年になります。音楽院の協力のもと、2018年6月に『フロ
スト・ショパン音楽祭＆アカデミー』を計画しています。最も高名なショパンの専門家た
ちを招き、演奏会や、若き才能あるピアニストたちのためのマスタークラスを開催する
予定です。
　今年の後半はブゾーニ国際コンクール（イタリア）での審査や、ダルムシュタットの
ショパンコンクールの審査委員長を務める予定となっており、どんな優れた才能に出会
えるか、今から楽しみにしています。

プロフィール
ショパン、チャイコフスキー両コンクールにおいて輝かしい実績を収め、“近年のアメリカ人ピアニ
ストで最も優秀な演奏家の一人”と称される。BBC響、ベルリン響、NHK響他、世界中の主要
なオケと共演。近年はバイオリニスト、チョン・キョンファのデュオパートナーとしてもその幅広い
音楽性を聴衆に再認識させている。マイアミ大教授。公式HP（日本語）http://kenner.mapv.
net/

ケヴィン・ケナー
Kevin KENNER

サイゼリヤの前で《帰れソレントへ》を奏でてきました。太陽の下での演
奏はとても暑かった……いや、気持ち良かったです（笑）

最近はまっているのは、ハンドクリームです
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　“音楽の力”─歳
を重ねることにより、ます
ます音楽の持つ力の偉
大さに、驚愕と魅力を感
じる日々 です。

　オーケストラとほとんど同じくらい、広い音
域、音色を保持するピアノという楽器を媒体
に、音楽に直接携わることのできるピアニスト
であることに、私は大いなる喜びを持つ一ピア
ニストです。バッハ、ベートーヴェン、ブラーム
ス、ショパン、各々の語り口こそ異なっても、
人の心を揺さぶり、整えたり、慰めたりする感
動は、同じ強さで発揮されます。
　その秘密を探り、最大に伝えるのが、ピア
ニストの使命であり喜びであると思い日々 ピアノ
に向かっております。人生のいろいろな経験も
大きな心のひだを深め、感性を鋭くしていきます。
　各音に耳を傾ける、音と音の間を聴く、重なる音の構造を聴く……などなど、演奏者も聴衆もアクティブな一時を共に体験する
演奏会での一期一会が、人生をポジティブに前進させる大きな力になることに感謝する毎日です。 

プロフィール
東京藝術大学、同大学院を経て、ブリュッセル王立音楽院修了。ヨーロッパ、日本でリサイタルやオケとの協演多数。2001年より毎年
チューリッヒ・トーンハーレで『津田理子ムジーク・トレッフェン』というリサイタルシリーズを開催。ヒナステラの『ピアノのための作品全
集』（『レコード芸術』特選盤）、ショパンの『ピアノ協奏曲集.1、2』など6枚のＣＤをリリース。10月26日（木）浜離宮朝日ホールで
『3人の偉大な“Ｂ”と若いシューマン』と題したリサイタルを開催する。

津田理子
TSUDA Michiko

　グラナダはアルハンブラ
宮殿を眺めるアルバイシ
ンの丘に住んでいます。
真っ青な空の下スペイン
らしい純白の建物とたくさ
んの教会、鉄格子の向こうの庭の緑を見なが
らくねくねと狭い道の急斜面を登り、下り。どこ
からかギターの音や歌声が聞こえ、広場のカ
フェには世界中からアーティストや観光客が集
まっていてモンマルトルの丘のようです。ファリャ
も戦禍を逃れてパリからスペインに帰り、憧れ
ていたグラナダで生活をスタートさせました。大
変気に入って、文化的国際的な様子を「ちっ
ちゃなパリ」と呼んでいました。いたる所で美
術展やコンサート、劇や映画を上演していて、
小さな町だからこそ散歩しながらいろいろ楽し

めて、私もとっても気に入っています。
　ドビュッシーもスペイン大好きな人だったのですが、ファリャが送ったアルハンブラ宮殿の絵ハガキに霊感を得て情景を曲に
しました。ドビュッシーの代表作《版画》の〈グラナダの夕べ〉は灼熱の太陽の下、豪華な内庭の樹、花と戯れる豊かな
水の涼やかな香り漂う、暑さを忘れる名曲です。

プロフィール
スペインを拠点に、国際的に活躍。各地でのリサイタル、音楽祭への出演の他、朗読とのコラボレーションや学校訪問公演などその活動
は多岐にわたる。スペイン音楽、特にファリャの演奏は作曲家の遺族からの信頼も厚く、スペイン国内にとどまらず各国で高い評価を得て
いる。

西澤安澄
NISHIZAWA Azumi

　この頃再びレコードが生
産されている。アナログへ
の回帰現象であろうか？ か
つてＣＤが登場した時はデ
ジタルで高音質、雑音無
し、小型で軽量などいいことずくめであれよあ
れよという間にレコードが姿を消した。その頃レ
コードプレーヤーの修理を依頼したが、不可能
との回答にレコード時代の終焉という空気を感
じたものだった。でもなぜ今また？ 日常で音楽を
聴く時は何らかの雑音があるもので、雑音の無
いＣＤにはいわば無菌室のような違和感を覚え
るのであろうか !?
　まだドーナツ盤があった頃《四季の歌》が大
ヒットした。春夏秋冬を人の性格と重ね合わせ
た歌詞だが、当時の日本は四季のバランスが
良く、愛でる風情もあったのであろう。でも最近
は夏の暑さばかりが際立っている。暑さ凌ぎに
はよく水辺に涼を求めるが《エステ荘の噴水》
や《水の戯れ》など水を描いた作品では冷た
い水しぶきを感じられる。また《フランス山人の
歌による交響曲》などを聴いて涼風を感じるの
も爽快。はたまた逆転の発想で激辛ラーメンを
食べ汗だくになって暑さを吹き飛ばすように《熱
情》ソナタを聴くのも痛快であろう。

プロフィール
武蔵野音楽大学、同大学院修了。4年在学中に同大
学オーケストラとドイツ8都市で共演。ベルリン芸術
大学卒業後は東京・横浜を始め駐日トルコ大使公邸や
フランス・コルマール市立劇場でもリサイタル。昭和
音楽大学講師。9月24日（日）浜離宮朝日ホール
にてベートーヴェンのソナタによるリサイタルを開催
する。

前孝
MAE Takashi

スイスの滝。大自然の力……音楽の力

　6年半過ごしたドイツ・ハノーファー音楽大学での留学を終え今年の春、日本に帰って来ました。ハノー
ファーは秋の紅葉が美しく、印象的な場所でした。短い夏の後、学校の裏の森が紅く色づき始めると、
秋の訪れを感じます。長く暗い冬に比べると、ほんの一瞬に感じる季節ですが、なんとも言えない緊張感
と哀愁を感じることができて、私は大好きでした。
　その季節に一生懸命勉強した作品の一つがショパンの《バラード第1番》です。ノイマイヤー振り付

けのバレエ『椿姫』を観てインスピレーションを得たり、いろいろな角度から取り組んだ曲です。今でもこの作品を弾くと、さまざ
まなことが思い起こされます。大学のレッスン室から見える街並み、美しい紅葉、風に吹かれる落ち葉から立ち昇る土の香りな
ど、その当時の景色や空気感が鮮明に蘇ります。
　9/16(土 )に麻生市民館大ホールで行われるコンサートでも、ショパンの《バラード第1番》を中心に何曲か小品を演奏いた
します。日本の夏は暑くて大変ですが、この曲を練習している時だけは、ドイツの秋に想いを馳せながら、暑さを忘れていられ
るような気がします。

プロフィール
桐朋学園大学卒業後、ハノーファー音楽大学修士課程、ソリスト課程修了。ドイツ国家演奏家資格取得。第2回イスキア国際コンクール
第4位。第23回イブラ国際コンクール第3位、合わせてスクリャービン特別賞受賞。第14回ドン・ヴィンセンツォ・ヴィッティ国際コン
クール第2位。

山本まゆ子
YAMAMOTO Mayuko

グラナダの街角コンサート

我が家に眠る蓄音機。また活躍する日を夢見ながら……
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